
9月18日，神石小学校３・４年生が，総合
的な学習で，現在総延長740メートルが確
認され，広島県では一番長いとされる「幻の
鍾乳洞」を見学しました。天井からクリーム
が流れているように見えるフローストーン

（流れ石）を見上げる児童たち。
（関連ページ：６ページ）

「神石の宝もの」発見！
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９月27日，天神原グラウンドで，32年ぶりに油木高校体育祭がありました。
本年度から，連携型中高一貫教育校となった神石高原中学校，三和中学校の生徒も，秋晴れの下，ク

ラブ対抗リレーや綱引きなどに参加し，体育祭を盛り上げました。楽しく汗をかき，先輩（油木高校生）
たちや中学生同士の交流を深める１日となりました。

（中高一貫教育を推進しています）（（（中中中高高高 貫貫貫教教教育を推推推進進進し ますすす））
油木高体育祭で中高の交流深める

９月29日，神石高原町と広島県LPガス協会備
北地区協議会との間に「災害時における物資の調
達に関する協定」を結ぶ調印式が行われました。
この協定は，町内で大規模地震や豪雨などによ

り多くの住民の皆さんが被災した時に，町からの
要請により公共施設や避難所などにLPガスボン
ベや，調理用ガスコンロ，LPガス発電機などを
優先的に供給していただくことにより被災者の支
援体制を整えることを目的としています。

今年も敬老の日を迎え，各地区で敬老会が開催され
ています。町内で100歳以上の方は19名で，今年度
中に100歳になる（大正３年４月１日から大正４年３
月31日までの間に生まれた方）５名の方へは，多年に
わたり社会に尽くしてこられたことを敬愛し，長寿を

災害時におけるLPガス等の調達
に関する協定締結

大垰　義三太さん

江村　オキクさん福原　幸枝さん

ご長寿おめでとうございます

お祝いして，内閣総理大
臣からの祝状・銀杯と，
町長からの祝状・敬老祝
金が贈られました。これ
からも健康に気を付け，
いつまでもお元気でお過
ごしください。
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第86回神石郡畜産共進会が９月３日，油木天神原旧
家畜市場で開催され，町内から選抜された肉用牛43頭
が出品されました。
審査の結果は次のとおりです。 （敬称略）

上組地域を発展させる会（会長　前原邦広）で
は，地域行事に使用する備品（音響設備など）を
購入されました。この備品を活用し，今後花見や
夏祭りなど，より地域住民のみなさんが参加され，
充実した行事を開催することが期待できます。ま
た，購入された備品を活用して若い人たちと一緒

また，審査結果に伴い，10月28日（火）に三次市で開
催される第90回広島県畜産共進会に，次の７名の方が
出品されることとなりました。
肉用種種牛子牛の部
滝口居志（相渡），渡邉英治（時安），髙延　実（東油木），
市川輝章（草木）
肉用種種牛成牛の部
大迫哲也（ながの村），熊手勉（仙養東），藤井久（有木）

第86回神石郡畜産共進会
盛大に開催

実施期間：11月９日（日）から15日（土）までの７日間

肉用種種牛 子牛の部 優秀賞
首席　名号　いけひらふく
出品者　滝口居志（相渡）

肉用種種牛 成牛の部 優秀賞
首席　名号　じんてつ
出品者　大迫哲也（ながの村）

上組上組上組上組上組地域地域地域地域を発を発を発を発展さ展さ展さ展させるせるせる会（会長　前原邦広）

宝くじコミュニティ事業を
活用しました！

に活動していくことにより，
地域行事への参加につなげ
て，活力のある地域づくり
に取り組まれます。

間間間 月９９９日日（（（日日日日）かかかららら 日日日（（土土）まま
秋の火災予防運動

火災が発生しやすい季節を迎えます。火の取り扱いには十分注意して火災を予防しましょう。

３つの習慣
●寝たばこは，絶対やめる。
●スト－ブは，燃えやすいものから離れた位置で使用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは，必ず火を消す。

４つの対策
★逃げ遅れを防ぐために，住宅用火災警報器を設置する。
★ 寝具，衣類およびカーテンからの火災を防ぐために，防
炎品を使用する。
★ 火災を小さいうちに消すために，住宅用消火器などを設
置する。
★ お年寄りや身体の不自由な人を守るために，隣近所の協
力体制をつくる。

平成 26年度全国統一防火標語　もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

「住宅防火 いのちを守る ７つのポイント」
－３つの習慣・４つの対策－

付けていますか？
住宅用火災警報器！

消防法により設置が義務付けられている住
宅用火災警報器の設置率について，総務省消
防庁から発表されました。

　（平成26年６月１日時点）

家族の命を守るため，まだ設置されてい
ない家庭は，早急に設置してください。
設置された家庭は，定期的なお手入れを

しましょう。

寝室に住宅用火災報知器
を取り付けましょう！

●住宅用火災警報器の設置率

　福山地区
　　消防組合 84％

　広島県 87.9％

　全　国 79.6％
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地
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協
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徳
田
　
好
朗
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食育推進ネットワーク協議会　地産地消部会

日本型食生活をご存知ですか？
毎月19日は食育の日

豆類などの副菜など，多様なおかず
を組み合わせて食べる食生活のこと
をいいます。栄養バランスに優れて
いるだけでなく，日本各地で生産さ
れる農林水産物を多彩に盛り込んで
いるのが特徴です。食料自給率の向
上や各地で古くから育まれてきた食
文化の継承にもつながります。
また，日本は春・夏・秋・冬とい

う四季に恵まれ，旬の味が大切にさ
れてきました。旬の食材は味も香り
もよく，栄養価が高いことがわかっ
ています。四季折々の旬の食材を料
理に使い，地域の気候・風土が育ん
だ自然の恵みを意識して味わってみ
ましょう。

旧神石・旧油木・旧豊松中学校備品
の売払い処分についてお知らせ！
町では，神石高原中学校開校に伴い，廃校となった旧

神石・旧油木・旧豊松中学校の備品を売払い処分します。

●売払価格
　保管庫・机・本棚など大型の物…………………200円
　椅子・その他………………………………………100円
●売払日時
　11月 6日（木）～ 7日（金）旧豊松中学校
　11月13日（木）～14日（金）旧神石中学校
　11月20日（木）～21日（金）旧油木中学校
　11月27日（木）～28日（金）申し込みがあった場合
　　いずれも午前10時～午後３時
●売払方法
　① 購入希望者は売払日に該当の学校へお越しください。
　② 購入者に学校から購入備品を搬出していただき，玄
関前担当者詰所で品目，数量の確認を受け，「旧中学
校備品売払い処分購入書」を記入していただきます。
③ 学校教育課で作成した納付書を会場で受け取り，購
入代金を会計課・各支所もしくは指定金融機関でお
支払いください。（会場での支払いはできません）
お問い合わせ先　学校教育課　☎ 89-3341

気になる場合の連絡・相談先　福祉課 ☎ 89-3335
児童虐待などの相談機関　
 東部こども家庭センター　☎ 084-951-2340

日本の気候風土に適した米（ごはん）などの主食を中心に，魚や肉などの主菜，野菜，海そう，

11月は児童虐待防止
 推進月間です

町では，地域のみなさんや関係機関が連携し子どもの
虐待などを防止するために，神石高原町子育て支援ネッ
トワークをつくっています。子どもが健やかに育ち，ま
た地域の中で親が安心して子育てできるよう支援してい
きます。
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神
石
の
宝
も
の
「
帝
釈
峡
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感

自
己
ベ
ス
ト
記
録
更
新
目
指
し
て

「
ひ
ろ
し
ま
教
育
の
日
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
優
秀
賞
受
賞

地
域
へ
の
恩
返
し　

備
前
焼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
売
上
金
を
寄
附

地
域
へ
の
恩
返
し
と
思
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
続
け

て
い
ま
す
」と
活
動
の
意
義
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
神
石
よ
つ
ば
会
理
事
長
の
延
岡
博

行
さ
ん
は「
毎
年
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
利
用
者
・

職
員
一
同
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
作
業
所
の
運
営
費
に
充
て
、
福
祉
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
」と
長
年
に
わ
た
る
活
動
に

感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
18
日
、
神
石
小
学
校
３・４
年
生
11
名
は
、

総
合
的
な
学
習
の
取
り
組
み
で
、
永
野
地
域
に
あ

る「
幻
の
鍾
乳
洞
」の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。「
な

９
月
19
日
、
来
見
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
神
石
高

原
町
立
小
学
校
児
童
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年「
ひ
ろ
し
ま
教
育
の
日
」メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

（
県
教
育
委
員
会
主
催
）で
、
神
石
高
原
中
学
校
２
年
生

の
下
﨑
健
介
く
ん
が
、
応
募
総
数
４
７
，９
２
８
作
品
の

中
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。「
ひ
ろ
し
ま
教
育

の
日
」（
11
月
１
日
）は
県
民
の
皆
さ
ん
に
、
広
島
県
の

教
育
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
学
校・家
庭・

が
の
村
」村
長
の
小
野
さ

ん
と「
永
野
を
考
え
る
会
」

の
赤
木
さ
ん
に
案
内
し
て

町
内
の
小
学
校
５・
６
年
生

１
１
８
名
が
参
加
し
、
１
０
０

Ｍ
走
、
50
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
、
持

久
走
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅

跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の

６
つ
の
種
目
で
競
技
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
３
名

の
大
会
新
記
録
、
２
名
の
大
会

タ
イ
記
録
が
出
て
お
り
、
児
童

一
人
一
人
が
自
己
ベ
ス
ト
記
録

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
県
民
総

参
加
で
将
来
の
広
島
県
を
担
う
子

も
ら
い
、
花
面
公
園
か
ら
約
１
５
０
ｍ
ほ
ど
山
道
を
下
り
、

河
原
を
歩
き
、
い
よ
い
よ
鍾
乳
洞
へ
入
り
ま
す
。
狭
い
入
口

か
ら
入
り
奥
へ
進
ん
で
い
く
と
、
目
の
前
に
高
く
広
が
る
鍾

乳
石
の
美
し
さ
に「
わ
ー
っ
」と
児
童
た
ち
の
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、世
界
的
に
も
珍
し
い
、カ
ル
サ
イ
ト
テ
ー

ブ
ル
の
神
秘
的
な
様
子
を
、
静
か
に
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。
自
然
の
造
形
美
を
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、
素

晴
ら
し
い「
神
石
の
宝
も
の
」に
出
会
い
ま
し
た
。

更
新
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
で
身
に
着
け
た
力

を
発
揮
し
、
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
平
成
13
年
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
作
品
は
、「
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
、
迷
わ
ず
歩
ん
で
行
き
、
夢
を
叶
え
て
ほ
し
い
」と

い
う
下
﨑
く
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
、
仙
養
ヶ
原
芸
術
家
村
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
備
前
焼
陶
芸
作
家
の
柳
原

浩
さ
ん
ら
４
名
が
福
祉
施
設
の
支
援
を
目
的
に
、
献
金
８
万
円
を
社
会
福
祉
法
人
よ

つ
ば
会
ゆ
き
作
業
所
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
は
４
月
か
ら
８
月
に
仙
養

ケ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
で
行
わ
れ
た
備
前
焼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
の
売
上
金
の
全
額
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
始
ま
っ
た
平
成
14
年
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

柳
原
さ
ん
は「
大
自
然
の
中
で
陶
芸
活
動
を
さ
せ
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

延岡理事長（右端）に寄付金を手渡す柳原浩
さん（左から２人目）　（後方左から）森泰司
さん，木村憲次さん，柴岡正志さん

で
き
る
ん
じ
ゃ
！ 

迷
わ
ず
進
め 
決
め
た
道

優
秀
作
品

水の波紋で形成されたカルサイトテーブル

全校朝会での表彰伝達式
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町からのお知らせ

　
町
で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
を
受
講
さ
れ
た
方
に
、
受
講
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

● 

対
象
者　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
を
修
了
し
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
で
す
。

•
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

• 

他
の
制
度
か
ら
受
講
料
の
全
部

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

●
助
成
金
額

　
年
額
１
人
あ
た
り
上
限

　
３
０
，０
０
０
円

（
受
講
料
が
３
０
，０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
に
は
そ
の
額
）

※ 

他
の
制
度
か
ら
受
講
料
の
助
成
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
差

し
引
い
た
額
と
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
研
修

　

 

平
成
26
年
４
月
以
降
に
受
講
を

開
始
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
終
了
す
る
介
護
職
員
初

任
者
研
修
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
の
方
法

　

 

所
定
の
申
請
書
を
保
健
課
、
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課
介
護
保
険
係

　
☎
８
９
‐
３
５
３
５

　
臓
器
移
植
は
、
善
意
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
医
療
で
す
。
あ
な
た
の
意
思
で
助
か
る
い
の
ち
が
あ

り
ま
す
。臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
臓
器
移
植
は
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
、
移
植
で
し
か

治
ら
な
い
人
と
死
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
い

う
人
と
を
結
ぶ
医
療
で
す
。

　
日
本
で
臓
器
の
提
供
を
待
っ
て
い
る
人
は
お
よ
そ

１
万
３
千
人
。
日
本
で
は
臓
器
の
提
供
が
少
な
く
、
数

多
く
の
人
が
移
植
を
希
望
し
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
臓
器
を
提
供
し
た
い
人
も
、
し
た
く
な
い
人
も
、

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
思
登
録

⑵
保
険
証
・
運
転
免
許
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入

⑶
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
シ
ー
ル
へ
の
記
入

　
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
保
健
課
、
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）
日
本
臓
器
移
植

　
　
　

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
７
８
‐
１
０
６
９

　
（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
）

●
所
在
地

　
〒
１
０
７
‐
０
０
５
２

　
東
京
都
港
区
赤
坂
2
‐
9
‐
11　

　
オ
リ
ッ
ク
ス
赤
坂
２
丁
目
ビ
ル　
２
階

●
電
話
番
号　
☎
０
３
‐
６
４
４
１
‐
２
７
９
１

　
　
　
　
　
　
℻
０
３
‐
６
４
４
１
‐
２
７
９
２

▼ 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
費
用
を
助
成

▼ 

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保　

健　

課 
☎
８
９-

３
３
６
６

総
務
課 

☎
８
９-

３
３
３
０

　
平
成
27
年
度
お
よ
び
平
成
28
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
及
び
測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
競
争
入
札（
随

意
契
約
を
含
む
。）に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
次
の

期
間
内
に
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

○
電
子
申
請

　
（
入
力
期
間
）11
月
４
日（
火
）か
ら
21
日（
金
）ま
で

　
（
添
付
書
類
の
提
出
期
限
）11
月
28
日（
金
）必
着

○
書
面
（
窓
口
）
申
請

　
（
受
付
期
間
）11
月
４
日（
火
）か
ら
28
日（
金
）ま
で

　
（
受
付
場
所
）総
務
課

　
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

平
成
27
・
28
年
度

　
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
当
初
受
付
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
８
９-

３
３
３
２

合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
町
政
発
展
に
貢
献
、
尽
力
さ
れ
た

方
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

　
時　
11
月
９
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
　
所　
油
木
体
育
館
（
シ
ル
ト
ピ
ア
体
育
館
）

日
　
程

　
午
後
１
時
30
分
〜　
記
念
式
典

　
　
　
２
時
40
分
〜　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

 

（
神
石
踊
娘
隊
き
ら
き
ら
星
）

　
　
　
３
時
〜　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
神
石
高
原

▼ 

神
石
高
原
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
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町からのお知らせ
住　

民　

課 

☎
８
９-

３
３
３
４

　
町
で
は
、入
札
に
よ
る
不
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
公
売
日
時　
平
成
26
年
11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
受
付　
午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
入
札　
午
前
10
時
30
分
〜

●
場

　
　
所　
神
石
高
原
町
三
和
公
民
館　
１
階
会
議
室

 

（
神
石
高
原
町
小
畠
２
０
２
５
番
地
）

公
売
対
象
不
動
産

売却区分 財産の表示・見積価格・公売保証金額

26 －３

（物件１）
•神石高原町油木甲 4193 番　　宅地 382.26㎡
•神石高原町油木甲 7516 番１　山林 5,022㎡
•神石高原町油木甲 3122 番１　原野 959㎡
　見積価格　600,000 円（公売保証金額　60,000 円）

■ 公売会には原則として，定められた公売保証金を納付すれば，どなたでも参
加することができます。
　 ただし，買受人の制限（国税徴収法第92条），公売実施の適正化のための措
置（国税徴収法第108条）など，買受人となることができない方は参加でき
ません。
　公売保証金については公売会当日，公売会会場で納めてください。
■ 神石高原町は買受人への不動産登記簿上の所有権移転などの登記は行います
が，物件の引渡の義務を負いません。物件内の動産類の撤去，占有者の立ち
退きなどは全て買受人自身で行っていただきます。
　また，隣地との境界は買受人と隣地所有者で協議してください。
■公売日直前に，滞納税の完納などで中止になる場合があります。
■ 公売会に参加される方は，事前に町ホームページ掲載の「神石高原町公売会
ガイドライン」「不動産公売広報」をよくお読みください。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
収
納
係

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://w

w
w
.jinsekigun.jp/

▼ 
不
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
！

▼ 「
年
金
の
日
」
に
つ
い
て

▼
平
成
26
年
度

　〝
学
校
へ
行
こ
う
〞
週
間

学
校
教
育
課 

☎
８
９-

３
３
４
１

　
「
ひ
ろ
し
ま
教
育
の
日
」の
関
連
事
業
と
し
て
、

広
島
県
で
は
、
11
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）

ま
で
の
期
間
中
、
全
県
的
に
学
校
開
放
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
学
校
教
育
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
幼
児
児
童
生
徒
を
県
民
全
体
で
育
て
て

い
く
取
組
み
を
充
実
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。

● 

開
放
期
間

　

 

学
校
開
放
期
間
が
各
学
校
で
異
な
り
ま
す
の

で
、関
係
の
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
　
　
容

　

 

自
由
授
業
参
観
・
発
表
会
や
講
演
会
な
ど
、
各

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
で
取
組
み
を
行
い
ま

す
。

　

 

地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
、
こ
の
機
会
に
学

校
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。

い
い

み
ら
い

　
こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
や
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
備
後
府
中
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所
で
は
11
月
30

日
に
休
日
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
年
金
手

帳
や「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、
ま
た
は

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
府
中
市
府
中
町
７
３
６
‐
２

　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
お
よ
び
各
学
校

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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Hot Town News

▼ 

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ
…

「
父
子
福
祉
資
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

▼ 

障
が
い
者
（
児
）
作
品
展
の
開
催

福　

祉　

課 
☎
８
９-

３
３
３
５

《
申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す
》

　
町
で
は
、２
つ
の
給
付
金
の
申
請
期
間
を
平
成
26
年
7
月
1
日
か
ら
、

10
月
1
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
26
日
（
金
）
ま
で
延
長
し

ま
す
。

　
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
目
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

支
給
対
象
者
、
支
給
額
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
平
成
26
年
6
月
号
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
提
出
先　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課

　
神
石
高
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
々

の
社
会
参
加
推
進
と
文
化
交
流
を
目
的
に
町
内
の
障
が
い
者
（
児
）
の

方
々
が
制
作
さ
れ
た
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
絵
画
、
書
、
陶
芸
、
手
工
芸
品
な
ど
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　
　
11
月
8
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
　
　
11
月
9
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
場

　
所　
　
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー　
研
修
室
ア
ト
リ
エ

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
石
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
５
‐
２
３
３
０

　
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、
父
子
家

庭
の
方
を
対
象
と
し
た
福
祉
資
金
の
貸

付
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

父
子
福
祉
資
金
と
は

　

 

父
子
家
庭
の
経
済
的
自
立
の
助
成
と

生
活
意
欲
の
助
長
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
そ
の
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
必
要

に
応
じ
た
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　

 

貸
付
制
度
で
す
の
で
返
済
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
方

◆ 

配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
扶
養
し
て
い
る
方

◆ 

配
偶
者
の
な
い
男
子
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
児
童
（
そ
の
児
童
の
修
学
の
た

め
の
資
金
に
限
る
）

資
金
の
種
類

◆
児
童
の
修
学
に
必
要
な
資
金

◆ 

父
子
家
庭
の
父
ま
た
は
児
童
が
就
職

す
る
た
め
の
知
識
技
能
を
習
得
す
る

の
に
必
要
な
資
金

◆
そ
の
他

貸
付
の
手
続
き

◆ 

神
石
高
原
町
役
場
が
申
請
な
ど
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆ 

住
所
地
を
管
轄
す
る
県
厚
生
環
境
事
務

所
が
提
出
さ
れ
た
貸
付
申
請
書
や
添
付

書
類
を
も
と
に
審
査
す
る
と
と
も
に
面

接
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
貸
付

審
査
会
に
諮
り
、
所
長
（
支
所
長
）
が

決
定
し
ま
す
。

◆ 

現
在
の
収
入
で
十
分
生
活
が
可
能
で
あ

り
、
本
制
度
を
利
用
す
る
ま
で
も
な
く

必
要
な
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
場

合
や
、
償
還
金
年
額
（
他
の
借
入
金
を

含
む
。）
が
申
請
時
の
年
収
の
25
％
を

超
え
る
場
合
な
ど
、
事
例
に
よ
っ
て

は
、
貸
付
で
き
な
い
場
合
や
、
貸
付
金

額
全
額
を
貸
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

連
帯
保
証
人
等

◆ 

修
学
資
金
、
修
業
資
金
、
就
学
支
度
資

金
お
よ
び
就
職
支
度
資
金
に
つ
い
て
は
、

貸
付
に
よ
り
修
学
し
、
ま
た
は
知
識
技

能
を
修
得
す
る
方
（
児
童
）
が
連
帯
借

主
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆ 

連
帯
保
証
人
は
、
ど
の
資
金
に
つ
い
て

も
原
則
１
名
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場まちづくり推進課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

話
題
の
出
来
事
を
悪
用
！

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
か
た
る

詐
欺
的
勧
誘
に
注
意

証
券
会
社
か
ら「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
手
掛
け
る
Ａ
社
の

株
を
買
う
権
利
に
当
選
し
た
」と
電
話
が
あ
っ
た
が

断
っ
た
。
す
ぐ
に
Ａ
社
か
ら「
一
千
万
円
分
の
株
の
購

入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
電
話
が
入
っ
た
の
で

「
買
っ
て
い
な
い
」と
言
う
と「
す
で
に
名
義
を
貸
し

た
こ
と
に
な
っ
て
購
入
さ
れ
て
い
る
。
権
利
証
券
を
送

る
」と
言
わ
れ
た
。再
度
断
っ
た
と
こ
ろ
解
約
に
は
、「
手

数
料
が
か
か
る
、
立
て
替
え
て
く
れ
れ
ば
後
で
返
金
す

る
」と
い
っ
た
、
話
題
の
出
来
事
を
悪
用
す
る
電
話
勧

誘
が
横
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

事
例
の
他
に
も
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
企
業
の
個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
に
便
乗
し
た
詐
欺
的
勧
誘
が
多
く
報

9月28日，神石 
高原町青年会で，
ボランティア活動
の一環として油
木シルトピアア
リーナ駐車場の清
掃，ライン引き，

車輪止め修理を行いました。天候にも恵まれ，体
育館利用者の方に気持ちよく使ってもらえるよう
青年会一同気持ちを込めて作業を行い，充実した
活動ができました。 （神石高原町青年会）

8月12日，高知市で
行われた「第16回よさ
こい全国大会」に「神
石踊娘隊きらきら星」
100名（スタッフ含む）
が，出場しました。全
国大会は３年ぶりの出場で，猛暑の中，元気いっぱい踊
りをとおして「わが神石高原町」の名前を広く全国に発信
することができました。今後とも町民の皆さん，ご支援，
ご声援をよろしくお願いします。（神石踊娘隊きらきら星）

私たち朗読ボラン
ティアこだまの会は，
かみむら未来塾と平成
25年度三和小学校卒
業生が，絵本を共同制作された活動に感動し，こ
の度，絵本の内容を音声化し，CDとテープを作
成しました。CDとテープは子どもたちや視覚障
害者の方で，朗読テープをご利用の方などに贈り
ました。小さな活動ですが，細く永くをモットー
に頑張っています。 （こだまの会）

青年会ボランティア活動

神石郡美術展開催
のご案内

「神石高原町」を全国に発信
神石踊娘隊きらきら星

絵本「城山のすてきな四ひきのへびたち」
を音声化！

第23回神石郡美術展
を，11月20日（木）～24
日（月）に総合交流セン
ターじんせきの里で開催
します。より多くの方に，
町内の方が作り上げた作
品の数々に触れていただ
きたいと思います。多数
のご来場をお待ちしてお
ります。（神石郡美術協会）

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

10
月
23
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
豊
松
支
所

11
月
27
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
油
木
支
所

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
相

手
に
し
な
い
で
す
ぐ
電
話

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
少

し
で
も
不
安
を
感
じ
た

ら
、
お
金
を
払
う
前
に
家

族
や
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

10広報 神石高原 No.120

まちづくり推進課　☎89-3332

から

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2250）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

10月・11月の休日当番医

15

17
18

21
22
23
24

25

28
29
30

1

4
5
6

7
8

11
12
13
14

15

18
19

21
22

25
26
27
28

29

11 日

日

日

月

日

9

16

23

24

30

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

鈴木クリニック

神石高原町立病院

10

11

日

日

日

月

19

26

2

3

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

10月

11月

10
月

11
月

15 水 じんせき高原学びネット J-OX 三和地区
問生涯学習課 ☎ 82-2003

16 木 ミニおひさま広場来見 10：30～ 14：00
（くるみふれあいプラザ）問☎ 82-2250

おひさま広場　クッキング 10：30～ 12：00
（くるみふれあいプラザ）問☎ 82-2250

17 金 保育所開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

18 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

19 日 いもっこ村大根祭り
問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201

とよまつふれあいフェスティバル
問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201

20 月
21 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
こころの健康相談 13：00～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 水 運動のひろば 13：30～ 15：00
 （油木コミュニティセンター）問保健課 ☎ 89-3366

23 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場豊松支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088

24 金 広島大学地域連携推進事業 最終報告会
問まちづくり推進課 ☎ 89-3332

育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

25 土
26 日 ゆきふるさとまつり

問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
さんわふるさとフェア

問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
帝釈峡スコラクロスカントリー大会

問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201 
27 月
28 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

29 水 新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

30 木 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30
 （小畠交流会館）問☎ 82-2250

31 金
1 土 神石高原サロン 10：00～ 15：00

（保健福祉センター）問保健課 ☎ 89-3366
絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

2 日 フリースペース日曜市
問NPO法人広島菜の花プロジェクト ☎ 85-3358

3 月 ふれあい神石まつり
問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201

秋の帝釈峡ウォーキング in 神石高原 9：00～
問まちづくり推進課 ☎ 89-3332

4 火 おひさま広場　ふれあいあそび 10：30～ 11：30
 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250

5 水 行政相談会 9：30～ 11：30
 （役場神石支所）問総務課 ☎ 89-3330
おひさま広場　火災予防講習 11：00～ 11：40
 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250
じんせき高原学びネット J-OX 油木地区

問生涯学習課 ☎ 82-2003
6 木
7 金
8 土 神石高原マルシェグルメグランプリ ～ 9 日（日）

 問神石高原マルシェ実行委員会 ☎ 82-0288
9 日 町制 10周年記念行事，ヒューマンフェスタ 2014

 （油木体育館）問まちづくり推進課 ☎ 89-3332
10 月
11 火
12 水 保育所開放 10：00～ 11：00

 （くるみ保育所）問☎ 85-3329
歯科保健講演会 13：30～ 15：30
 （三和公民館）問保健課 ☎ 89-3366

13 木 保育所開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所）問☎ 82-0906

14 金
15 土 神石高原の神楽競演会（光信寺）

 問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

16 日
17 月
18 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

19 水
20 木 ミニおひさま広場高蓋 10：30～ 14：00

（さんわ総合センター）問☎ 82-2250
第 23回神石郡美術展 ～ 24 日（月）

（神石公民館）問生涯学習課 ☎ 82-2003
21 金 保育所開放 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 土
23 日 第 47回神石高原三和駅伝競走大会

 問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
24 月
25 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

26 水 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30
 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250
運動のひろば 13：30～ 15：00
 （小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366

27 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場油木支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088

28 金 育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

29 土
30 日 神石高原の神楽競演会（光信寺）

 問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201

平成26（2014）年10月/11月行事カレンダー
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皆さん，秋祭りのはやしが聞こえる時期となりました。
さて，今年もふるさとまつりが盛大に行われます。各地区とも，いろいろなア
イデアで盛り上げますので，皆さん，ぜひ参加してくださいね。
また，11月15日（土），30日（日）の２日間，観光協会主催の神楽競演会が行わ

トマト仙人

便り

れます。もっと町内の神楽をじっくり見てもら
おうと，１日２団体の神楽の出演を予定してい
ます。紅葉の名所でもある光信寺で，紅葉鑑賞
しながら神楽で癒されてみませんか？チケット
は油木百彩館・道の駅さんわ182ステーション
売店・まるごと市場，観光協会ホームページよ
りお買い求めいただきます。

11月８日（土），９日（日）は，神石高原の美味しいグルメを決める
神石高原マルシェグルメグランプリが，道の駅さんわ182ステーション
芝生広場で開催されます。
体育の秋，芸能の秋，そして食欲の秋を体感できるイベントが満載の

神石高原の秋をお楽しみください。
詳しくは，神石高原町観光協会ホームページをご覧いただくか， 

☎85-2201へご連絡ください。

女子バレーボール部地区３位の快挙

復活！体育祭，大成功体験入学・オープンスクール

女子バレーボール部は，９月13日，14日の両日に行わ
れた福山地区バレーボール選手権大会で，14チーム中３
位という好成績を修めました。暑い夏の練習や合宿を乗り
越え，たくましさを身に着けました。今後もさらに上の目
標に向かって頑張ります。応援よろしくお願いします。
 （写真は校長先生と，校長室にて）

９月27日，油木高校体育祭が32年ぶりに復活
しました。ほとんどゼロからの立ち上げでしたが，
競技に応援に活躍する生徒たちが「新しい風」を
吹かせた素晴らしい体育祭ができました。地域の
方や保護者のみなさま，連携する三和中学校・神
石高原中学校の生徒代表にも競技や行進で参加し
ていただき，最後のフォークダンスでは，親子で
手をつなぐ姿，友だち同士で楽しそうに踊る姿が
見られ，盛り上がった１日でした。

8月28日，産業
ビジネス科の体験
入学を行いまし
た。中学生・保護
者約40名に参加
していただき，授
業内容や生徒の活

躍の様子，これからの油木高校の進む方向に
ついて説明しました。３年生が説明や案内，
模範実技に活躍しました。
また，９月４日には，オープンスクールを

実施しました。模擬授業では，豚の眼球の解
剖やALTの先生とのアップテンポな英語の授
業を楽しく受講しました。校内見学や部活動
見学でも，油木高校の雰囲気がわかったよう
で，今後の進路選択の参考になれば幸いです。
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ジ ャ ー ナ ル図書館だより

だ
よ
り

図書館にハロウィンがやってきた！

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * * * 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2014 November11

24
31

23
30

23
30

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

今年も楽しいハロウィンの季節がやってきました！
児童図書コーナーを中心に，かわいいハロウィンの

飾り付けをしています。またハロウィンに関する絵

今月の特設展示
今月のホールでの特設展示は『○○の秋』特集です。
行楽の秋，スポーツの秋，食欲の秋，読書の秋……さまざまな楽しみ方が

あるこの季節。図書館ではそんなさまざまな秋の楽しみ方をサポートできる
資料を沢山展示しています。
皆さん，ぜひ図書館へお越しください。

図書館の特別展示のご案内や，新着図書情報などを掲載した図書館だより
を，月に一度のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館，支所
にも置いていますので，ぜひご活用ください。

●
日

　
時　
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場

　
所　
三
和
公
民
館

●
内
　
容　
表
彰
式
・
８
０
２
０
表
彰
・
お
口
の
川
柳
表
彰

　
講
演
会
「
お
口
の
健
康
度
ア
ッ
プ
」

　
　
　
　
　

〜
歯
は
健
康
の
要
で
す
よ
〜

　
講
　
師　
広
島
県
歯
科
衛
生
士
会
（
福
山
府
中
地
区
会
）

　
　
　
　
　
　
　
門
利　
ま
り 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
川
上　
益
代 

さ
ん

　
お
口
が
健
康
で
何
で
も
噛
め
る
こ
と
は
、

お
い
し
さ
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か

り
噛
む
こ
と
に
よ
り
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど

の
お
口
の
中
の
病
気
も
予
防
し
ま
す
。
ま
た

肥
満
の
予
防
や
、
脳
へ
の
刺
激
は
集
中
力
の

ア
ッ
プ
や
若
々
し
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
科
保
健
講
演
会
の
お
知
ら
せ

本，楽しいパーティーを楽
しむための飾りつけの本や
料理，お菓子の本などたく
さんの資料を展示していま
す。
図書館に来て，ハロウィ
ンを楽しんでください。

●
主

　
催

　
神
石
高
原
町
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会
・
神
石
高
原
町

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課　
健
康
係
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お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

備
後
府
中
食
博
・

食
で
賑
わ
う
町
お
こ
し

　
府
中
市
内
の
団
体
、
企
業
、
商
店
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
る
飲
食
屋
台
販
売

と
食
品
即
売
を
実
施
し
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
府
中
市
内
お
よ
び
近
隣
地
域

の
団
体
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
地
元
芸
能

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
共
催

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
近
隣
の
商
店
街
や
み

ん
な
の
公
園
、
お
祭
り
通
り
な
ど
で
も

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
時
）
11
月
２
日
（
日
）

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
場
）お
祭
り
広
場
周
辺（
府
中
市
府
中
町
）

（
問
）
備
後
府
中
食
博
・

　
食
で
賑
わ
う
町
お
こ
し
実
行
委
員
会

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
７
１
３
５

第
17
回
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
消
防
組
合
管
内
の
９
つ
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
、
日
頃
か
ら
火
災

予
防
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
鼓

笛
・
和
太
鼓
な
ど
の
演
奏
や
演
技
を
披

露
し
、
住
民
に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び

掛
け
ま
す

（
時
）　
11
月
16
日 （
日
）
午
後
１
時
〜

（
場
）　
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
大
ホ
ー
ル

 

（
入
場
無
料
）

（
問
）
福
山
市
消
防
局
予
防
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

10月１日現在　（　）内は前月比

人口 10,064 人 （－14）
 男 4,788 人 （－ 8）
 女 5,276 人 （－ 6）
世帯 4,114 世帯 （－ 7）

人 口 と 世 帯

帝
釈
峡
神
龍
湖
の

水
質
改
善
に
向
け
て

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
地
域
連
携
推
進
事
業
を
活

用
し
て
、
帝
釈
峡
神
龍
湖
の
水
質
悪
化

原
因
の
究
明
と
、
改
善
材
適
用
に
よ
る

改
善
に
取
り
組
ん
だ
2
年
間
の
調
査
結

果
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
の
報
告

会
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
10
月
24
日（
金
）午
後
1
時
30
分
開
始

●
場
　
所

　
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
し
ん
り
ゅ
う
湖

　
（
入
場
無
料
）

●
主
　
催

　

 

帝
釈
峡
神
龍
湖
の
水
質
悪
化
原
因
の

　
法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び
都
道

府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
男
女

差
別
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
把
握
し
援
助
す

る
専
用
電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
を
、
全
国
一
斉
強
化
週
間
と
し
、

こ
の
期
間
、
広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
相
談
時

間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

究
明
と
改
善
材
適
用
に
よ
る
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
未
来
戦
略
室

　
☎
８
９
‐
３
３
３
２

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●町県民税・第３期分
●国民健康保険税・第５期分

納期限　10月31日

10 月 の 納 税

　
現
時
点
で
約
２
，０
０
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
世
界
各
国
で
そ
の
国
の

人
々
と
同
じ
目
線
で
、
現
地
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
更
に
、
い
ま
、
１
，０
０
０
を
超

え
る
仕
事
が
、
世
界
約
70
カ
国
か
ら
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
持
っ
て

い
る
技
術
・
知
識
や
経
験
を
開
発
途
上

国
の
人
々
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
４
日
（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　
☎
０
３
‐
５
２
２
６
‐
９
８
１
３

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

検 

索

広
島
県
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

　
10
月
1
日
（
水
）
か
ら

　

時
間
額　

７
５
０
円

　
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
年
齢
・
性
別
・
雇
用
形
態
（
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）・

支
払
形
態
（
月
給
・
日
給
・
時
給
な
ど
）

の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
広
島
県
最
低
賃
金
よ
り

も
金
額
の
高
い
産
業
別
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
４

　
福
山
労
働
基
準
監
督
署

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
３
‐
０
０
０
５
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内
11月の免許更新日は
７日（金），21日（金）です。
11月21日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，12月5日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故 1件
物損事故 18件

９月分

 

名
　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
９
月
届
出
分
）

髙た
か　

橋は
し　

陽ひ

万ま

里り　
（
高

光
）

三み
つ　

石い
し　

穂ほ

乃の

華か　
（
城

山
）（

敬
称
略
）

 

名
　
前 

（
自
治
振
興
会
） 

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
９
月
届
出
分
）

岩い
わ　

田た　
豊と

よ　
志し　
（
井
関
大
矢
） 

92
歳

長な
が　
岡お

か　
義よ

し　
人と　
（
高

蓋
） 

86
歳

岩い
わ　

畦う
ね　

フ
ミ
コ　
（
仙
養
東
） 

89
歳

金か
ね　
山や

ま　
富と

み　
穐あ

き　
（
高

光
） 

88
歳

中な
か　

岡お
か　

ア
キ
ヨ　
（
父
木
野
） 

104
歳

赤あ
か　
木ぎ　
逸い

つ　
夫お　
（
有

木
） 

82
歳

藤ふ
じ　

井い　
　
　
勇い

さ
む　

（
有

木
） 

70
歳

渡わ
た　

邊な
べ　

八や

千ち

代よ　
（
福

永
） 

98
歳

福ふ
く　
井い　
三み

つ　
幸よ

し　
（
高

蓋
） 

69
歳

杉す
ぎ　
原は

ら　
岩い

わ　
男お　
（
父
木
野
） 

84
歳

森も
り　
上か

み　
ア
ヤ
コ　
（
木
津
和
） 

100
歳

馬う
ま

屋や

原は
ら　
美み

枝え

子こ　
（
い
ち
ば
） 

69
歳

瀬せ　
尾お　
知ち

惠え

子こ　
（
高

蓋
） 

91
歳

（
敬
称
略
）

情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所

　
国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
な

ど
の
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
、
何
で
も
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
…

　
○ 

情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護

制
度
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
。

　
○ 

個
人
情
報
の
開
示
請
求
手
続
き
を

知
り
た
い
。

　
○ 

本
人
の
同
意
な
し
に
個
人
情
報
が

第
三
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
あ

る
の
？

●
場
　
所

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

　
総
務
省
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
内

●
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
０
２
７
１

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

●
相
談
時
間

　
11
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
11
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

～安全・安心なまちづくり～

盗難　　　１件
器物損壊　２件

○子どもと女性の犯罪被害防止
　 危険を感じたら，大声で「助けて」などと叫んだり，防犯ブザーを使用して，
安全な場所に逃げましょう。
○特殊詐欺の被害防止
　レターパックや宅配便で現金を送ることはできません。
　「現金おくれ」は全て詐欺です。
　一人で判断せず，不審に思ったら，警察へ相談・通報しましょう！
○自転車盗の被害防止
　 丈夫なシリンダー錠の施錠に加え，ワイヤー錠などをかけて，「ツーロック」
にしましょう。
○侵入盗の被害防止
　 窓や扉に補助錠を付け，センサーライトを使用するなどして被害を防止しま
しょう。

○反射材用品などの活用の徹底
　反射材用品などは，夕暮れや夜間の交通事故防止に効果的です。
○道路横断時における確実な安全確認
　横断前のみならず横断中にも，しっかりと左右の安全を確認しましょう。
○車両乗車時における全席シートベルトの正しい着用の徹底
　シートベルトは，正しく着用することで被害軽減の効果があります。

高齢者の交通事故防止
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神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

２歳

小 野 自 治 振 興 会

ブ
ド
ウ
栽
培
で
地
域
活
性
化
を

No.54

神石高原町

生き活き
ネットワーク

平
成
22
年
春
、
退
職
を
機
に
自
宅
前
の
造
成
畑
を
利
用
し
て
始
め

ら
れ
た
ブ
ド
ウ
栽
培
。
前
原
さ
ん
は
農
業
生
産
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
の
ブ
ド
ウ
責
任
者
と
し
て
、
現
在
0.8‌

ha
の
ブ
ド

ウ
畑
の
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
も
生
え
な
い
赤
土
だ
っ
た
土
壌

を
、
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
一
か
ら
改
良
し
、
今
で
は
１
５
０
本
も

の
ブ
ド
ウ
の
木
が
、
立
派
に
根
を
張
り
枝
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ピ
オ
ー
ネ
を
主
体
に
、ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト
、安
芸
ク
イ
ー
ン
、シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
を
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ド

ウ
園
で
の
直
売
や
産
直
市
場
、
農
協
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ブ
ド
ウ
は
、
身
が
締
ま
っ
て
、
味
が
す
っ
き
り

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
新
し

い
品
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト
は
、
早
生
で
色
付
き
が
良
く
糖
度
が
高

い
の
が
特
徴
で
、次
第
に
人
気
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
取
材
当
日
、

町
内
外
か
ら
ブ
ド
ウ
を
求
め
て
、
ブ
ド
ウ
園
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
お
客
さ
ん
の
声
が
直
接
聞
け
て
、
い
ろ
ん

な
話
を
し
な
が
ら
販
売
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
。
こ
う
や
っ

て
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
が
も
っ
と
増
え
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
」と
話
さ
れ
る
前
原
さ
ん
。

栽
培
を
始
め
て
５
年
。
大
変
な
作
物
に
取
り
付
い
た
も
の
だ
と
感

じ
な
が
ら
も
、
栽
培
の
奥
の
深
さ
に
お
も
し
ろ
さ
を
抱
き「
天
空
の

里
」小
野
か
ら
、
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
皆
さ
ん
に
届
け
よ
う
と
す
る

前
原
さ
ん
の
努
力
は
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
ま え

原
は ら

　孝
こ う

史
し

さん

若
わか

林
ばやし

　理
り

央
お

ちゃん（小畠） 堀
ほり

　心
こ

陽
はる

ちゃん（井関大矢）

山
やま

内
うち

　美
み

呼
こ

ちゃん（井関大矢）
山
やま

成
なり

　暁
あき

登
と

ちゃん（井関大矢）
芳
は

賀
が

　健
たける

ちゃん（下豊松）

馬
うま

屋
や

原
はら

　瑞
みず

希
き

ちゃん（上）
☆親の願い　太陽のように明るく
優しい子になってね♥

☆親の願い　優しく，元気に育っ
てね♥

☆親の願い　とってもやんちゃ！
元気にすくすく育ってね！ ☆親の願い　体も心も健康で，強

く正しく伸々と成長してね。

☆親の願い　笑顔いっぱい！優し
い子になってね♥♥

☆親の願い　元気で明るい子に
なってね。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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